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〔原著〕 フット上丘の層別遠心路
木 村 稔ネ
(詔和56年 7月 313受付)
要 旨
ラットの Nauta-Gygaxおよび Fink-Heimer染色標本を用い，上丘の浅， 中間および深層
のそれぞれから起こる諸遠心蕗を調べ，次の結果をえた0 
1. 浅麗から生ずる上行性遠心路は Tr. tectothalamicus lateralisと Tr.tectoparabra-
chialisの2種類である。下行性遠心路には Tr.tectoparabigeminusがある。 
2. 中関層から主として起こる上行路は Tr.tectothalamicus medialisと Tr.tectosubtha-
lamicusであり，下行蕗は Tr.tectopontinusと Tr.tectoreticularisである。 
3. 深暑からは Fibraetecto・centrogrisealesと Predorsalbundle (Tr. tectospinalis)が主
として生ずる。 
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略語一覧:CA: anterior horn of the spinal cord，FR: reticular formation，GLv: ventral 
nucleus of the lateral geniculate body，GM: medial geniculate nuc1eus，H: Forefs H-
field，Nrt: tegmental reticular nucleus，OA: medial accessory nucleus of the inferior 
olivary complex，Pb: parabigeminal nucleus， Pf: parafascicular nuc1eus，Pu: pulvinar 
nucleus，SAP: stratum album profundum，SG: suprageniculate nucleus，SG 1: stratum 
griseum intermedium，SGP: stratum griseum profundum，SGS: stratum griseum super-
ficiale，So: stratum opticum (Str. album superficiale)，Vll: facial nucleus，ZI: zona 
mcerta 
はじめ!こ 
暗乳類の上丘は，自質と灰白質が交互に重なって 7震
を構成する。上丘の有力な求心路の捜索および後頭葉か
らの皮賓握蓋路は，共に浅由実層をへて主として浅灰白
層に格わる。さらに脊髄視蓋路，小膳視蓋路などは深白
質層を貫き，中間および深夜自層に終わる。地方，上丘
の遠心蕗について Held(1890)1)以来多数の報告がある
が，特に起始屠に重きを重いた系統的な研究は詰るかに
遅れ，比較的最近の Rafols & Matzke (1970)2)に始ま
る。また，この研究は浅震を visual，深層を multimodal
な働きとする電気生理学者の研究を促進した。このの
ち Hartinget al.('73)3)，Benevento & Fallon (マ5)4)
らも前者ら再議に上丘を浅，深 2屠に大部し， Graham 
本千葉大学軍学部第三解剖学教室 
('77)5)辻 3層iこ区分してそれぞれ遠心路を詳述したが，
役らの所見にはかなりの相違がみられた。
本研究ではラットを用い，上丘iこ種々の深さの傷を与
え， Nauta & Gyg誌のおよび Fink在 eimer7) 染色標
本から，上丘のいずれの層に起始するかということを調
べた。
材料および、方法
本研究iこは，体重200-300gのドンリヱウ系ラットを 
25匹用いた。イブミタール蘇酔下で，上丘の各震をめが
けて霊謹を定位的に入れ， 1mAの直流を 5-10秒通電
して種々の焼灼iUを作った。信後78自に心臓から泊先
フオノレマジン水を約300ml濯流し，援取した脳をさらに 
2週間後国定し， 20-30μmの前額断の凍結連続切片に
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薄切した。これちの切片を Nauta心 ygax6)ないし Fink-
Heimer宣7)法で染め， さらにこれらを 1弘塩化金液で
置換染色をしたのち検鏡した。参考に教室所蔵の皮質調
覚領の破壊例，脊髄の半切伊iおよび瀦破壊例の同種染色
標本を用いた。
所見
上丘に与えた諸例の蕩は浅屠すなわち浅自質層を含み
これより背側の蕩〈図工)，中関灰自および自質層に広が
ったもの，深灰自およびその自費層に達したものく図 2)
の3群に大別できた。
上記 3群の傷から (a)浅， 中，深の自費をそれぞれ
経由して上行ないし下行する変性線維群と (b)左在の
上丘を結ぶ変性隷緯群がみられたが，ここでは交連系を
除いた上行および下行性の遠心路について述べる。 
A 浅層の傷から生ずる遠心路〈国工)
上行性遠心路に Tractustectothalamicus lateralisお
よび Tr.tectoparabrachialisの2種がある己最者は浅白
質層〈視束層〉内を上行し，上丘の前1/5高;こ近づくにつ
れ小東群に難解しながら腹外規!lに向きをかえ，上丘腕に
重託ってその腹額.rJを走り，視床後外義.IJ核〈ネコの視床枕
に相当〉および外債j膝体渡供i核iこ終わる。後者は接尾方
に進み，深白質屠の背髄核内を外頓IHこ向きをかえて下丘
腕の内傑に隣接しながら上行し，膝状体上接に終止線維
を与えたのち肉親!l麓状体核内をすだれのように分かれて 
A 
木
稔
遥過しながらこの撲に変性前接末を与える。残H.l辻視索
内を逆行し， GUDDEN の交達をへたのち反対袈.IJの視
索内を願行性に走札反対傍jの内側諜状体接および藤状
体上核に終わる。
浅震から起こる下行路は Tr.tectoparabigeminusで
ある。上述の Tr.tectoparabrachialisと重なって深白質
層の背髄板内を腹外側に進み，関根)Jのニ丘穿非核に終わ
る。 
B 中間層から起こる遠心路〈図 2)
中間層からは，それぞれ2種の上行路と下行路が起こ
る。上行路の起始部は下行路のそれに比べていっそう深
く，中間自質震から深灰白層iこ及んだ傷で起こりやすい。
傷から生じた 2謹の上行路は Tr.tectothalamicus me-
dialisと Tr.tectosubthalamicusであり，共に中間白質
層内を上行し，前方高に近づくにつれて斜走の小束群に
分かれ後交連の腹タト傑に移る。前者は，ついで、束穿核に，
さらに前進して外側中心核〈圏 4のりに終わる。後者
はいっそう譲傑に進み， FO豆ELのH 野(図 4の2)
および不確帯〈図4の3)に終わる。下行路の 2謹は 
Tr. tectopontinus，Tr. tectoreticularisである。共に直
線維として深自費屠に入るが，読者はその背髄板iこ，後
者は脊髄板のみならず腹髄板に重なって外転し，前者は
上述の Tr.tectoparabigemmusと分かれたのち橋核の
中山高の背外側部に終わる。後者は援内倶Hこ由って弓を
えがき Areacuneiformisを通り，さらに請の鰐様体に 
Fig. 1. Drawings of lesions in the super五cial layers of the superior colliculus on the 
dorsal aspect and in the frontal plane (A) and their projection五bers(B). 
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Fig. 2. Drawings of lesions in the intermediate layers of the superior colliculus (A) 
and their projection五bers.(B). 
A 
Fig. 3. Drawings of lesions in the deep layers of the superior colliculus (A)and their 
projection長bers. 
いく。網様体では外側部に繋わり，尾高では渡内傑部;こ これにはおbrae tecto・centrogriseales、と Predorsal 
も広がる。 bundle の2謹がある。前者は蕩の高さで同組.lJの中心灰
C 深層に由来する遠心蕗〈図3) 白実にいく。中間層の傷よ予も深層のそれで起こ予やす
328 木 村 稔 
Fig. 4. (1) Degenerating preterminals in the central lateral thalamic nucleus. X 100 
(2) Degenerating preterminals in the Forel's H-五eld. x100 
(3) Degenerating preterminals in the zona incerta. X100 
(4) Degenerating preterminals in the tegmental reticular nucleus. X100 
(5)Degenerating preterminals in the medial accessory nucleus of the inferior olivary 
complex. X100 
(6) Degenerating preterminals in the anterior horn of the upper cervical cord. x200 
い。量は少く，また線維も結い。 予は前宗内規IJ部を経，前角の外側部に終止線維を与え立
後者は中心灰岳賓の外縁をふちどりながら旗内規.lJに走 がら(冨4の6)第 4頚鑓高あたりまでみられるが，こ
る太い線維群である。 MEYNERT の背劉被蓋交叉を のいわゆる Tr. tectospinalisの量はかなり少い。
へて反対捌託行き，内側雛束の援方iこ集まる。尾高につ
考接
れて次第に援俣Hこ移動し，この間，橋被蓋網様核(函 4
の4)，構および延髄高の締議体内袈IJ 1/2_2!a域，顔E 上丘の遠心蕗を最初に記載したのは1890年の HeldD
神経核，副内傍i下オリーブ核(菌 4の5)に接止隷緯を である。ついで、多くの人々が新知見を重ね， ネコの 
与え，また，線維径も次第に減少する。この線維群の残 NAUTA染色標本を毘いた Altman& Carpenter 
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(1960)8)によって廷ぼ完成されたような感があるが， 後
らの所見の一部はその後の若干の人々 (Tarlov，'659); 
Tarlov & Moore，'6610); Martin，'691) によって
修正された。しかし上丘の諸遠心路が，上正の諾層のい
ずれに起始するかという系統的な研究ははるかに遅れ，
まafols & Matzke2)がオボッサムの上丘を浅，深2震に
大別してそれぞれから生ずる遠心蕗を記載したのに始ま
る。ついで Casagrandeet al. ('72)12)もトリー・シュ
リューの上丘を浅，深2層に大別して，それぞれから生
ずる遠心路を記載すると共に奉IJ離実験を加え，浅層は 
visual，深麗はそれに関連した頭および、頚の運動を惹起
する場所とした。この研究は上丘の浅屠を visual，深
屠を訟ultimodal とする最近の電気生理学的な多くの
研究を挺進した。また Hartinget al.('733)，'7713)， 
Benevento & Fallon4)，Glendening et al.ぐ75)14)もサ
ル類の上丘を視束層を境として浅層と深麗;こ大別し，
それぞれから生ずる遠心路を記載したが，さらにネコを
沼いた Graham5)は上丘を浅，中，深の 3屠に区別し
てそれぞれに由来する遠心路を報告した。しかし彼らの
所見に辻なおかなりの不一致点が残されている。
1.浅層に由来する遠心蕗
著者は Hartinget al.3)および Graham5)に従って，
視束層を含みこれよ担背景.IJを浅屠とした。この浅層から
生ずる上行性遠心路;こは Tr. tectothalamicus lateralis 
と Tr.tectoparabrachialisの2路がある。前者が浅震
から生ずることは，まafols & Matzke2) (彼らの Medi-
al brachial bundle)，Casagrande et al.，12> Benevento 
& Fallon，4) Graham5)およびその他の多くの人々と一
致した。しかし，後者については諸家の意見が分かれ，
まafols& Matzke (Brachial bundle)2九 Abplanalp 
('70)15)は浅層， Benevento & Fallon4)は深層， Bucher 
& Burgi ('50)，16) Graham5)は中間麗に由来するとし
ている。また本路については，これまで全経過が詳細に
記載されたことはなく，詑較的よく観察した Rafols & 
Matzke2)および Abplanalp15)も間保性の一部の終止核
を認めたにすぎない。著者の扉見によれば，本路は河舗
の握索および視交文を経たのち反対傑の内傑藤状体およ
び藤状体上核iこ終わる。
浅層から生ずる下行性の Tr.tectoparabigeminusに
ついて Glendeninget al.，W Graham5)らは著者と同
じく浅震としたが， Harting et al. ('73)3)は深層に由
来するとし，後にぐ77)13本神経路の起始紹抱は浅震に
あると改めた。眼球iこトリチウム標識アミノ酸を注入す
るとニ丘穿体該が揚性になることが報告され (Casagra・ 
nde & Harting，'75m Holcombe & Hall，'81，18) To-
kunaga et aI.， '8119)，これは上丘の浅屠を経出する超
神経元性の現象であるとされたが， Graybiel ('78)20九 
Watanabe & Kawana ('79)21)は二丘穿体撲もまた上丘
浅層に投射するという。 
2.中間層の遠心蕗
中間着は中関灰白震と自質層の 2者を含む。 Marburg 
& Warner ('47)2)は手綱核および模床髄板に，また， 
Bucher & Burgi16)は Habenulopedunculartractの上 
1/3域に終わる線維群は上丘毛帯層を上行するとして，特
に後者はこの線維群を Tr.tectothalamicus medialisと
呼んだ。著者の Tr. tectothalamicus medialisはこの
名称によるものであるが，終止は束穿核および桓床中
心外債i接である。 Graha臨むも規床中心外側核に終iと
する線維群は中間灰岳賓に由来すると述べているが， 
Benevento & Fallon4) は本神経路〈彼らの第2路)の
起始を浅層としている。
中間震から生ずる他の遠心路は Tr.tectosubthalami-
cus である。 Rafols & Matzke2)によれば， 本賂は 
Tr. tectothalamicus lateralisと同じく浅層から起こる
〈彼らの Lateralbrachial bundle)。しかし Casagrande 
et al17).および Benevento & Fallon4}は上丘を浅，
深 2層に大別し，深墨に由来すると述べ， Graham5)は
浅，中間および深層に大別したうちの深屠に起始すると
し，著者の所見と異った。
中間震の下行性の遠心路である Tr.tectopontinusと 
Tr. tectoreticularis辻中間自質層から深灰白層に広がっ
た蕩から生ずる。 deLange ('10)23)のウサギの MAR-
CHI標本によると，彼の Ventrolateral system の 
Tr. tectoreticularis (両組!J性)と Tr.tectopontinus (河 
1JtIJ性)辻著者のそれiこ近いが，彼は起始書についてふ
れていない。 Casagrandeet al.12)の網議体に柊止する
もの〈詞{見])，Harting13)の向劉の鱈様体および橋核
に挨わるものは，共に後らの浅，深2層に大到したう
ちの深層に起こる。抱方 Graham5)も Harting13)
と同様な所見をえて， これを深層由来とした。しかし
著者の所見によれば，傷が中間白費層から深灰白層 iこ
及んだ持tこ生じ，深自質層を経由して下行するものであ
る。 
3. 深罵由来の遠心路
傷が中間白質層から深自費層に広がると 2$重の遠心路
が明らかになる。そのひとつは Fibraetecto・centrogri-
sealesであり，他は Predorsalbundleないし Tr.tecto・ 
spinalisと呼ばれるものであるo前者辻中心灰白質iこ向
けて散在住に走る少量の小径有髄線維で，変性標本で本
隷緯群を追求することはかなヲ医難なため，多くの研究
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者達はこれを無視してきた。本持経蕗の起始層を中間白
質層としたのは， ，急からヒトまでのそれを比較解剖学的
に調べた Huber & Crosby ('33)24)である。また Hart-
ing13)は浅層から少量，深層から多少多く起こるとし
た。著者の所見によれば，本線維群i主主として深層，
一部が中間震から起こり Matano & Ban ('71)25)の中
心灰白質外観に主として繋わる。 Predorsalbundleは
上丘諸遠心路のうち，大径隷雑群を含んで最も強大であ
り，また多数の終止核に結合するので早くから諾家の注
目を集めた (Held，18900; Boyce，189426) Bechterew， 
。本神経路の起始屠を上丘の)281899，Probst );271897
深麗としたのは Bechterew2のである。彼の説はその後
の Martin11>に支持されたが， de Lange23)および Ras-
mussen ('36)29)によって中間層と改められた。最近 
HRP 法を用いて超始細抱を調らベた Weberet al. 
('79)30)は深暑に多いとし，また Rhoades & Della Croce 
('80)30は，ハムスターのそれはラットのそれ (To註una-
g a & Otani，'76)32)~こ一致し，主として上丘外側半域
の深反自質に局在し，残りの少数が中間自質および灰自
質に散ると述べたが，著者の所見はほ迂これと一致す
る。
本神経路のその後の経過を見ると MEYNERTの背
傑被蓋交叉をへ，反対慎jの構被蓋網様核(Altman& Car-
penter8)，Harting et a13)よ顔冨神経核 (Smith & 
Clarke，'6432)，Martinll)，Harting et a13).)および内規lJ 
liJオ予ー ブ接 (Smith& Clarke，32) Escobar & de Car-
うに終止諒緯をHarting et al.31>，Martin，)3'68，denas
1与える。また，この間，播および延髄高の網様体の内積
部に捺止する線維(Probst28)，Rafols & Matzke2)，Har-
稔 
colliculus were examined in the rat by the Nauta-
Gygax and Fink-Heimer silver impregnation 
methods. 
The super五ciallayer (including strata griseum 
super五ciale and album super五ciale) emits the 
ascending lateral tectothalamic and tectopara-
brachial tracts and the descending tectoparabi-
geminal tract. The lateral tectothalamic tract 
enters ipsilaterally the pulvinar and the ven-
tral lateral geniculate nucleus. The tectopara-
brachial tract terminates bilaterally in the 
medial geniculate and suprageniculate nuclei. 
The tectoparabigeminal tract ends in the ipsila-
teral parabigeminal nucleus. 
The intermediate layer (strata griseum in-
termediale and album intermediale) issues the 
rostrally and ipsilaterally directed medial tecto・ 
thalamic (terminating in the parafascicular and 
central lateral thalamic nuclei) and tectosub-
thalamic tracts (terminating in the Forel's H-
field and the zona incerta) and the caudally and 
ipsilaterally directed tectoreticular and tecto・ 
pontine tracts. 
Lesions of the deep layer (strata griseum 
profundum and album profundum) results in 
degenerating五bersin the ipsilateral fibrae tecto・ 
centrogriseales and the contralateral predorsal 
bundle. The latter bundle terminates in the 
tegmental reticular nucleus，the pontine and 
つも放出する。以上の諸静止線維を放出した31.ting et a bulbar reticular formation，the facial nucleus， 
後の本梓経路は著しく減量して脊髄に下行するが，脊髄
の終止高について諸家の見解はまちまちで為る。しか
し，著者の所見はオポッサムを用いた Martinll)のそれ
にほぼ一致し， C4高あたりまでの脊髄前索の内側灰岳
質縁近くを下行し，その開，副神経核が局在する前角外
側部に終わる。
稿を終えるに当り，恭始ご詣導とご校関を賜りました
大谷克巳教授に深く感語的、たします。また，組織摸本作
製，写真撮影にあたられた文部技官，斉藤文代氏ならび
に宮間和夫氏にお礼申し上げます。本論文辻学位審査論
文である。 
SUMMARY 
E五erentprojections peculiar to the super五cial， 
intermediated and deep layers of the superior 
-the medial accessory nucleus of the inferior 
olivary complex and the lateral part of the an-
terior horn of the upper cervical spinal cord. 
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